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シュッコンカスミソウのつぼみ切り技術

１．はじめに

切り花品質を向上させる方法の一つに、つ

ぼみ切り技術があります。つぼみ切り技術と

は、通常の収穫適期よりも早い段階で収穫し

た切り花に、開花室において光、温度、糖な

どを与え、出荷適期まで催花させた後、出荷

する技術のことです。

（ 、 ）シュッコンカスミソウ 以下 カスミソウ

では、つぼみ切り技術により、高温期におけ

る萎凋花の発生回避や低温期における開花揃

いの向上などの効果が得られると考えられま

す。そこで、カスミソウのつぼみ切り技術に

おける収穫から出荷までの工程を検討しまし

たので紹介します（図1 。）

２．カスミソウにおけるつぼみ切り技術開発

（１）つぼみ切りに適した開花ステージ

カスミソウは通常では第3小花が開花した

時点で収穫しますが、つぼみ切りを行う際に

は、第2小花が開花した時点で収穫すればよ

いことがわかりました。第2小花開花時より

早い段階で収穫した場合は、切り花の花持ち

期間が短くなりました。

（２）開花室に適した光条件

開花室での催花には、PPFD10μmol・m ・-2

s (40W蛍光灯から約70cmの距離の明るさ程-1

度)以上の光強度が必要でした。

（３）開花室での処理期間

つぼみ切りした切り花が、開花室において

出荷適期に達するまでに要する日数は、2～3

日（室温20℃）となりました。

（４）開花液のショ糖濃度

開花液のショ糖濃度は2～4%が適していま

した。また、カスミソウ切り花では、ショ糖

の供給が絶たれると開花小花中の糖含量が減

少し、つぼみ小花の開花が進行せず、花持ち

期間も短縮することから、出荷時の輸送中に

もショ糖を与えるとよいことがわかりまし

た。しかし、輸送溶液に4%のショ糖溶液を用

いると、満開小花の開花様相が通常と異なる

ため、輸送溶液のショ糖濃度は、2%程度とす

ることが必要と考えられました。

３．まとめ

つぼみ切り技術の効果については、小花同

士が絡まないので収穫作業が楽になった、萎

凋小花の除去作業が不要になった等の意見が

聞かれました。

本県は全国に先駆け開花室の設置が進んで

おり、今回検討した技術が広く活用されてい

くものと考えています。(園芸部 小谷真主)

図１ カスミソウにおけるつぼみ切りの作業工程
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